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   The testicular volume of 1782 testes in 891 subjects between 0 and 86 years old was mea-
sured using the Test Size (Resimed Co, Switzerland), a metrological equipment for testis. We al-
so compared the testicular volume calculated from tomographic images by testicular ultrasono-
graphic measurements in some of these subjects and the actual volume of the isolated testes from 
the same subjects. 
   The testicular volume measured with Test Size gradually grew at the age of 0 to about 8 
years, rapidly increased in percentage at the age of about 12 to 13 years and reached to a peak at 
about 18 to 19 years. 
   Comparisonbetween the actually measured volume of isolated testes and the testicular volu-
me with Test Size resulted in an index of 0.608 while comparison between that and the ultrasono-
graphically measured testicular volume resulted in an index of 1.098. Therefore, authentic testic-
ular volume is calculable by means of this method. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2013-2020, 1988)






















1)検 査 対 象
まず,Testsizeによる睾 丸 容積 の 測 定を 行 った の
は,東 邦 大学 医 学 部大 森 病院 泌 尿 器科 お よび小 児 科 を
訪 れた 患 者 で,内 分泌 学 的 に も,睾 丸 や 副 睾丸 等 に疾
患 の ない891例,1782睾丸 で あ り,こ れ らの 内に は,
前 立腺 癌 患者17例,34睾丸 も含 まれ てお り,年 齢 分布




はFig.1の よ うな1～25mlの 容積 を もつ12個の 楕
内体 よ りな っ てお り,陰 嚢 上 よ り睾丸 を 把握 固定 し,
睾 丸 容積 に 見 合 ったTestsizeのモ デル を 陰 嚢 上 に
乗 せ て,こ のTestsizeの容 積 よ り睾 丸 容積 を 算 出
した(Fig。2).
b)超 音 波 断 層法 に よる測 定
超音 波 断 層法 に は,色 々 な 走 査 法 が あ る が,著 者
は,ア ロカ製SSD300Mechanicalsectorscanner
に よるRealtimeの画 像 よ り 睾丸 の 測 定を 行 った.
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Fig.2,Testsizeに よ る 測 定 法
懇
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Fig・3は,著者 が 使 用 した 機 器 で探 触 子 は3.5MHz,
焦 点距 離75mmで あ る.
このsectorscannerによる陰 嚢 内 睾丸 の 描 出方 法
は,陰 嚢皮 膚 と探 触 子 との間 に脱 気 水 で満 した 小 さな
ビニ ール パ ックを介 して測 定 す る水 浸 走査 を 用 いた.
この 方 法 を 行 った理 由は,sectorscannerでの画 像
が,扇 状 の断 層像 の た め,探 触 子 を直 接 陰 嚢 皮 膚に 接



























測 定 成 績
1)Testsizeに よ る 測 定 結 果
生 後1ヵ 月 に お け る 睾 丸 容 積 は,1.5±0,6mlで,
1歳 で は,2.0±0.9ml,5歳 で2.3±0.6ml,10歳で
TableI.TestSI7.0によ る 睾 丸 計 測 値



































































































































































































































































Fig.4.Testsizeに よ る 睾 丸 容 積 の 年 齢 的 曲 線
10v80vAge
Table2.前立腺癌患者の各種睾丸測定値
実 測 長 音 波 計 測症例
























































































































































































































































































































































Fig.4は,著 者 の 測定 した 平 均 睾丸 容 積結 果 の年
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齢 的 変 化 を示 した 曲線 で あ る.0～5歳 まで は,ほ と
ん ど容 積 の増 加 は み られ な いが5歳 頃 よ りしだ い に増
加 し,12歳頃 よ り睾丸 容 積 は急 激 に 増 加 し,19歳で ピ
ー クに な り,そ の 後55歳頃 まで変 化 な く,こ れ を過 ぎ
る と しだ い に減 少 して い く傾 向 を示 した.
2)摘 出睾 丸 とTestsizeおよ び 超 音 波 断 層法 に
よる測定 結 果 との比 較
Table2は17例 に お け る 摘 出睾 丸実 測 値 とTest
size測定結 果,超 音 波 断層 法 で の 測 定結 果 で あ る.
Testsizeによ る 測 定値 は,10mlよ り25m1に わ
た り測 定 され た.摘 出睾丸 よ りの 実 測 容積 は,3ml
よ り17.5mlとな り,実 測 長 径,短 径,厚 径 よ りの













































































有 意差 あ り(P<0.01)





















































は,有 意 差 を認 め ず(Fig・8),また,超 音 波 断層
法に よる算 出 容積 も有意 差 が 認 め られ な か った(Fig.
9).しか し,実 測値 に よる 算 出容 積 と超 音 波 断層 法 に
よる算 出容積 との 間 には 有 意 差が あ った(Fig.10).
最 後に,実 測 容積 とTestsize容積 との比 は,0.608
とな り,ま た 実測 容 積 と超 音 波 断 層法 に よる計 算 容積
との比は,1.098とな った(Table3).
考 察
睾丸容 積 の測 定 方法 と して は,あ らか じめ 容積 の判
ってい る種 々 の大 き さの 睾丸 モ デ ル と睾丸 を 比較 す る
方法 が主 で あ り,古 くは,1942年のSchonfeldらP)
のア メ リカ人 男児 の測 定報 告 が あ る.そ の 後,本 邦 に
おい て も中 村の が 日本 人 の睾 丸 容積 の測 定 を 行 って お
り,こ の測 定結 果 が わ が国 の 唯 一 の もの で あ った.し











有 意 憩 あ り(P〈0.01)
Fig.10.実測計算容積と超音波計算容積比較
穴 に 睾丸 を は め て 睾丸容 積 を 測 定 す る新 しい計 測 法
(山口大 式)を 試 み,興 味 あ る成 績を 発 表 してい る.
著者 は,Tcstsizeと山 口大 式Orchidometerとを
使 用 し,12例24睾丸 に つ いて 計 測 した と ころ両 測定 結
果 が ま った く同 じであ ったの で,以 後著 者 はTestSIZC
のみ で 計測 す る こ とに した.
著者 の 測 定 結果 と ヨー ロ ッパ人 のTestsizeにょ
る思春 期 男 子 の睾 丸 容積 測 定成 績 を 比較 す る とほ ぼ同
一 の パ タ ー ンを示 した(Fig.ll).
また,本 邦 の代 表的 文 献 で あ る中 村 の成 績 と比較 し
て み て も,き わ め て類 似 した バ タ ー ンを示 したが,自
験 例で は,12,13歳頃 よ り睾丸 容 積 が 中村 の それ よ り
高値 を 示 した(F?g.12).
この よ うに著 者 の測 定 結果 が,彼 ら の結果 よ り大 き
か った事 に対 す る考 え られ る理 由 と して は,測 定 法 の
Table3.各種計 測 法 に よる対 比














































































うに な り(Fig.14).17～18歳位 で ほ ぼ成 人 の域 に達
し,睾 丸容 積 の 増 大 と よ く相関 を 示 して い る こ とが判
る(Fig・15).一方,間 細 胞 も12歳頃か ら出 現 して き
て,」血1-I」テ ス トス テ ロ ンもFig.16の ご と く,12歳
頃 よ り急 激 に 増 加 して お り,睾 丸 容 積 の増 加 と一 致 し
てい た.
以 上,述 べ て きた よ うに,TestSIZCにせ よ山 口大
式 に せ よ,陰 嚢 の厚 さが 関与 す るの で陰 嚢 皮膚 の 厚み
に は個 人差 が あ る こ と と,陰 嚢 水瘤 症 例 の よ うな,睾
丸 固有 鞘 膜 腔 内 に液 体 の貯 留 して い る例 や,被 膜 が肥
厚 して いる よ うな場 合,睾 丸 の真 の 大 き さを表 現 して
い ない.そ こ で,著 者 は,た また ま睾 丸 を摘 出す る症
例 に対 し,あ らか じめTestsize,超音 波 計 測 を し,
そ の値 と実測 値 とを比 較 した.
その 結 果,Testsizeで計 測 した 場 合 は,そ の値 に
o.sosを乗 ずれ ば,睾 丸 の実 測 値 が算 出 で き,ま た,
超 音 波 断 層法 に よる測 定 径 で,楕 円体 と して の仮 定容
積 算 出 で は,1.098とい う係 数 を 乗 ずれ ば 実 測値 が算
出で きる こ と が 判 明 した.こ の 著者 のTestsizeで
の測 定 した場 合 の 係 数0.608はStcarnsら6)の0.749,
Lambert7),RundleandSylvesterりの0.71よりやや
小 さい が,こ れ は,彼 らは 陰 嚢上 よ り計測 して いるた
め に,著者 の計 数 よ りも大 き くな った と思わ れ た.そ し
て,超 音 波断 層 計 測値 よ りの係 数1.098が1以上 にな
った理 由は,実 測値 の短 径 に お いて 超音 波 断 層法 に よ
る値 が 小 さ く測 定 され る こ とに原 因 す る と思 われ た.
これ は,対 象 と した 睾 丸 が,高 齢 者 のた め,圧 迫 に
よ って変 形 した ため と思 わ れ た.
以 上述 べ て きた よ うに,よ り正 確 に,正 常 睾丸 の容
積 を 判定 す る に は,著 者 の 超 音 波 断層 測 定法 を使 用






















0 5 10152025303540455055606570ア0以 上 年令
Fig.12.睾 丸 容 積 の 年 齢 的 曲 線
田島:睾 丸 計 測 ・TestSize
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Fig.1517～18歳 児 の 睾 丸 組 織
が,一 般 的 な 外来 で の検 査 法 と しては,Testsizeに
よる計測 値 か ら,つ ぎの式,す なわ ちy=0.608xTest
sizeで測定 す るのが よい こ とが判 った,
結 語
Orchidometer"Testsize'"にて1歳 未 満 か ら86歳
までの1782睾丸 の計 測 を 行 った.
睾丸 容積 は,8歳 ごろ まで発 育 が緩 か で,12～13歳
ごろか ら増 加 率が 速 や か とな り,18～19歳前 後 で ピー
クに達 し,そ れ 以 後 は プ ラ トーに 移 行 した.ま た,著
者 の計測 した 睾丸 容 積 は,従 来 の 報 告値 よ り高値 を示
した,
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Pig.16.思春 期 に おけ る血 中 テ ス トス テ ロン値 の
推移
また,睾 丸 の 実測 容 積 とあ らか じめ 測定 して お い た
Tcstsize法に よる 睾丸 容 積 お よび 超 音波 断 層 法か ら
計測 した 睾丸 容 積 を比 較検 討 した.そ の結 果,Test
sizeで計 測 した場 合,こ の計 測値 に 係数0.608をか け
れ ば 真 の睾 丸 容 横が 算 出で き,ま た,超 音 波 断 層法 を
使 用 した場 合 は,係 数1.098をか けれ ば,真 の 睾丸 容
積 が 算 出で きる こ とが判 明 した.
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